薬品管理表の自動化予測について
【管理表の基本】
・A、B、Cと3種類の化学薬品の使用量、槽の切り替え、入荷について管理しています
・1日の平均の使用量および入荷時にどの程度液位が上昇するかは、予め分かっています
　（平均使用量は月によって変動します）
・液位が所定の範囲に達したら使用槽を切り替えています（表の右下部を参照）
・使用槽（タンク）を切り替える順番は基本的に「1→2→1→…」
（薬品Bはタンクが3つあるので「1→2→3→1→…」）
・タンクは定期的に修繕や点検をするので、液位が極端に低い時や0cmの時があります
・タンクの修繕や点検中は片方だけ使います
（薬品Bの場合は「1→2→1→…」や「1→3→1→…」や「2→3→2→…」が有り得ます）
・入荷は必ず平日に行います
・各薬品の切り替えは、基本的に午前中に行っています（曜日は関係なし）
・各液位の記録は終業時刻直前（16時過ぎ）に計測したものを入力しています
　（つまり、1→2号槽へ切替を行った日は、1号槽も2号槽も液位が減ります）
　（前日16時に計測して翌午前中に切替えるので上記の場合は1号槽の方が減りが多い）

【自動化仕様について】
・薬品の管理表について、【上記の基本設定に基づき、翌月の液位の動きや切り替え、入荷を大体予測できるものを作って下さい】

・ユーザーフォームに「計算したい年月」、「前月末日の液位」、「使用している槽」、「1日の平均使用量」を入力すると、自動で日、曜日、1日から月末まで自動的に各薬品の液位を自動で計算して、所定の様式の表に入力されるものを想像しています

・上記の計算の中で、使用槽の切り替えおよび入荷についても反映されること
　（全てが自動で入力・反映される必要はありません）
　（例えば切り替えや入荷を表の様に「○」や「1」などと表に手入力したら、それが計算に反映される形など）

・使用槽の点検や修繕（使用休止状態）を何らかの形で設定して計算に反映できること
（月の途中での使用休止、使用再開についても設定ができること。使用休止する場合は出来るだけギリギリまで液位を減らしてから切替えるので、所定の液位に達したら切り替えというルールからは外れます）
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